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矢野 昭三 議員
や　 の   しょうぞう

　　　
　

旧
佐
賀
町
の
戦
没
者
顕

彰
石
碑
は
大
字
（
地
区
）
ご

と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
大

変
荒
廃
し
て
い
る
。
『
常
会
』

の
記
録
で
は
、
戦
没
者
石
碑

建
立
に
関
す
る
件
「
戦
争
完

了
後
マ
デ
建
立
セ
ズ
。
」
。「
石

碑
は
戦
争
見
透
シ
ガ
ツ
ク
マ

デ
絶
対
ニ
見
合
セ
ル
事
。
」

の
記
録
が
あ
る
。

　
歴
史
を
顧
み
て
行
政
が
先

頭
に
立
ち
維
持
管
理
を
す
る

か
、
更
に
戦
没
者
顕
彰
施
設

等
の
整
備
及
び
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
県
と
ど
の
様
な
協

議
を
行
っ
た
か
問
う
。

　
慰
霊
碑
の
草
刈
り
は
、
令

和
３
年
度
に
予
算
計
上
し
、

皆
さ
ん
に
は
か
り
た
い
。

　
慰
霊
碑
に
通
じ
る
道
等
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
当
面
、

地
域
整
備
事
業
の
予
算
で
対

応
す
る
が
、
来
年
度
に
予
算

措
置
を
講
じ
る
。

　
崖
崩
れ
等
で
隣
の
土
地
を

傷
め
て
い
る
所
は
、
再
度
調

査
を
し
て
県
へ
積
極
的
に
提

言
要
望
を
す
る
。

　
遺
族
会
の
意
向
を
最
も
大

切
に
し
な
が
ら
、
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
何
故
空
き
家
計
画
を
策

定
し
た
の
か
、
ま
た
所
有
者

を
特
定
す
る
た
め
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
か
。

　
人
口
減
少
や
社
会
的
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
伴
い
、
空
き
家

が
増
加
し
て
い
る
。
管
理
が

不
良
な
物
は
安
全
性
の
低
下
、

公
衆
衛
生
の
悪
化
等
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
。
公
共
の
福

祉
の
増
進
と
地
域
の
振
興
に

寄
与
す
る
事
を
目
的
に
策
定

し
た
。

　
固
定
資
産
税
、
登
記
簿
に

よ
る
調
査
や
地
域
の
方
か
ら
、

聞
き
取
り
等
の
調
査
を
し
て

い
る
が
、
実
際
進
ん
で
い
な

い
状
況
も
あ
る
。

　
　

佐
賀
南
航
路
を
極
め
て

強
い
う
ね
り
・
大
波
が
進
入

し
漁
港
航
路
、
泊
地
や
住
民

の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
。

ど
の
様
に
理
解
し
て
い
る
か
。

　
外
郭
施
設
の
機
能
回
復
に

県
港
湾
海
岸
課
、
幡
多
土
木

事
務
所
と
協
議
を
重
ね
て
い

る
。

　
過
去
に
予
算
の
確
保
が
出

来
な
か
っ
た
た
め
に
未
だ
に

整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

　
復
旧
工
事
と
し
て
、
来
年

度
の
予
算
要
求
に
今
、
動
い

て
い
る
。

　
南
航
路
を
通
り
抜
け
、
漁

港
泊
地
に
進
入
す
る
波
の
対

策
は
、
外
郭
施
設
付
近
で
行

う
と
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
県
に
対
し
改
善
策
に
つ
い

て
要
望
を
行
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
答
弁
の
仕
方
に
つ
い
て

金
子 
ま
ち
づ
く
り
課
長
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戦没者顕彰

行
政
が
顕
彰
石
碑
の
管
理
を

令
和
３
年
度
か
ら
草
刈
り
実
施

策
定
し
た

　
　
理
由
は

公
共
福
祉
と

地
域
振
興
の
た
め

空き家計画

青
木 
地
域
住
民
課
長

松
本 
町
長

南
航
路
か
ら
の

　
大
波
対
策
は

県
へ
改
善
を

　
　
　
要
望
す
る

佐賀港湾整備

佐賀南航路から漁港に向け打ち寄せる大波

戦没者顕彰施設内に建つ慰霊碑


